
 

平成２６年度 日本産業衛生学会 東海地方会学会 プログラム 

 
日 時 ： 平成２６年１１月２２日（土） 10：00～17：00（受付開始 9：30） 

会 場 ： 三重大学 医学部 総合医学教育棟 臨床第２講義室・第３講義室 

学会長 ： 笽島 茂  三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野 

三重大学医学部附属病院疫学センター 

共 催 ： 三重県医師会・三重県歯科医師会・三重産業保健総合支援センター 

後 援 ： 三重県・三重労働局 

参加費 ： 日本産業衛生学会会員 1,000 円 非会員 2,000 円 学部学生 無料（学生証提示のこと） 

 

＜学会プログラム＞ 

 
午前の部 〔総合医学教育棟 臨床第２講義室・臨床第３講義室〕 
 
 10：00～12：00 一般演題発表     

 第１会場  臨床第３講義室   演題番号１０１～１１０ 

 第２会場  臨床第２講義室   演題番号２０１～２０６ 

 
午後の部 〔総合医学教育棟 臨床第３講義室〕 
 
 13：00～13：10 地方会長挨拶 柴田 英治 （愛知医科大学医学部衛生学講座 教授） 
 13：10～13：15 学会長挨拶  笽島 茂 （三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野 教授） 
 13：15～14：15 特別講演１     産業医：生涯（更新 1） 産業看護：Ⅳ-3-(2) 
 「健康づくりのための睡眠指針 2014：職域での睡眠の質改善に向けて」 

  講師： 内山 真 （日本大学医学部精神医学系 主任教授） 
  座長： 笽島 茂 （三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野 教授） 
 
 14：25～15：25 特別講演２     産業医：生涯（更新 1） 産業看護：Ⅳ-3-(4) 
 「ストレスチェック義務化（改正安衛法）：その課題と対策」 

  講師： 廣 尚典 （産業医科大学産業生態科学研究所健康支援部門精神保健学 教授） 
  座長： 小林 章雄 （愛知医科大学医学部衛生学講座 教授） 
 
 15：35～16：50 ミニシンポジウム    産業医：生涯（専門 1） 産業看護：Ⅱ-2-(1) 
 「立場の相違を越えて産業衛生の共通目標・インパクトを考える」 

 シンポジスト： 佐久間 敦敬 （住友電装株式会社 執行取締役） 
    「事業所が産業医・産業看護職に望むこと」 

     ： 浦上 年彦 （トヨタ自動車株式会社本社 産業医・ゆうあいクリニック 院長） 
      「事業所の安全衛生担当者に望むこと」 
   指定発言： 高崎 正子 （株式会社東芝 セミコンダクター＆ストレージ社 保健師） 
     ： 松田 元 （まつだクリニック 院長） 
    座長： 柴田 英治 （愛知医科大学医学部衛生学講座 教授） 
 
 16：50～17：00 閉会挨拶 平工 雄介 （三重大学大学院医学系研究科環境分子医学分野 講師） 

 
 
 
◆ 単位認定（午後のプログラムが対象になります） 

【日本医師会認定産業医研修会】＜生涯・更新＞２単位、＜生涯・専門＞１単位 合計３単位 
【日本産業衛生学会産業看護職継続教育システム実力アップコース】      合計３単位 



 

 

一般演題 第１会場（臨床第 3講義室） 

10:00～10:48  座長  平 工 雄 介 （三重大学大学院医学系研究科環境分子医学） 
 101 殺虫剤散布作業従事者における Paraoxonase 1 遺伝子多型と尿中代謝物の関係 

   ○佐藤博貴 1、伊藤由起 1、上山純 2、加納裕也 1、荒川朋弥 1、五藤雅博 1、近藤高明 2、 
   杉浦友香 2、斎藤勲 4、柴田英治 3、上島通浩 1 
  （1名古屋市立大学大学院医学研究科環境保健学、2名古屋大学大学院医学研究科医療 
    技術学、3愛知医科大学医学部衛生学、4東海コープ検査センター） 
 102 ナノ粒子を多く含むディーゼル排気ガス曝露の肝ペルオキシゾーム増殖剤 

   活性化受容体経路への影響評価 
   ○伊藤由起 1、上島通浩 1、那須民江 2 （1名古屋市立大学、2中部大学） 
 103 アスベスト曝露マウスの肺組織におけるマイクロ RNA 発現の解析(第 2報) : 

   発がんへの関与の可能性 
   ○渡辺純 1、金子晟 1、市瀬孝道 2、村田真理子 3、平工雄介 3 
  （1三重大学医学部、2大分県立看護科学大学、3三重大学大学院医学系研究科環境分子 
    医学） 
 104 多層カーボンナノチューブによる細胞内 DNA 損傷の解析(第 3報) : 

   リソソーム内 Toll 様受容体の役割 
   ○平工雄介 1、山田達彦 2、馬寧 3、村田真理子 1 
  （1三重大学大学院医学系研究科環境分子医学、2三重大学医学部、3鈴鹿医療科学大学 
    看護学部） 
 
10:48〜11:24  座長  伊 藤 由 起 （名古屋市立大学大学院医学研究科環境保健学） 
 105 トリクロロエチレン等の廃試薬移動中の事故による薬傷 

   ○榊原洋子 1、鹿島聡子 2、河合俊夫 3、久永直見 4 
  （1愛知教育大学、2中部安全衛生サービスセンター、3大阪労働衛生総合センター、 

4愛知学泉大学） 
 106 石綿肺がんとして労災認定された建築業従事者の職業歴 
   ○久永直見 1、柴田英治 2、酒井潔 3、鈴木隆佳 2、内藤久雄４、上島通浩 5 
  （1愛知学泉大学、2愛知医科大学、3名古屋市衛研、4藤田保健衛生大学、5名古屋市立大学） 
 107 血清インジウム値高値・KL-6 高値を健診にて指摘された歯科合金製造者の１例 

   ○横山多佳子 1、藤田浩平 1、森祐太 1、太田千晴 1、加藤宗博 1、宇佐美郁治 1、五藤雅博 2、 
 柴田英治 3 

  （1旭労災病院呼吸器科、2五藤労働衛生コンサルタント事務所、3愛知医科大学医学部衛生学） 

  



 

 

 
11:24～12:00  座長  榊 原 洋 子 （愛知教育大学保健環境センター） 
 108 肺内含鉄小体の形状に関する検討 －中皮腫と非石綿関連疾患の比較－ 
   ○鈴木隆佳 1、榊原洋子 2、酒井潔 3、五藤雅博 4、柴田英治 1、久永直見 5、小林章雄 1 
  （1愛知医科大学、2愛知教育大学、3名古屋市衛研、4五藤労働衛生コンサルタント事務所、 

5愛知学泉大学） 
 109 カーボンブラック取り扱い工程における作業環境中ナノ粒子の測定 
   ○川越隆 1,2、渡邊健治 2、柴田英治 1、小林章雄 1 
  （1愛知医科大学医学部衛生学講座、2住友理工（株）） 
 110 病院内における自動電波調整無線 LAN の電力密度に関する調査 

   ―無線 LAN 環境が VDT 症候群へ及ぼす影響に関する基礎検討― 
   〇松月正樹 1,3、笽島茂 1,2 
  （1三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野、2三重大学医学部附属病院疫学 
    センター、3三重大学医学部附属病院臨床工学部） 
 

一般演題 第２会場（臨床第 2講義室） 

10:00～10:36  座長  松 田 元 （まつだクリニック） 
 201 インフルエンザ予防接種の費用補助が接種率に与える効果 

   ○守田祐作 1,2、田中完 1、太田雅規 2、大和浩 2 
  （1新日鐵住金（株）名古屋製鐵所、2産業医科大学産業生態科学研究所健康開発科学） 
 202 小規模事業場におけるメンタルヘルス対策の実情 ～業種間の比較検討を含む～ 
   ○斉藤政彦 （大同特殊鋼（株）） 
 203 高齢就労者の職場における受動喫煙対策の状況と意見 

   ○尾島俊之 1、小嶋雅代 2、坪谷透 3、糟谷昌志 4、岡田栄作 1、中村美詠子 1、斉藤雅茂 5、 
   相田潤 3、近藤尚己 6、近藤克則 5,7、JAGES グループ 
  （1浜松医科大学、2名古屋市立大学、3東北大学、4宮城大学、5日本福祉大学、6東京大学、 
   7千葉大学） 
 
10:36～11:12  座長  尾 島 俊 之 （浜松医科大学健康社会医学講座） 
 204 生産工程従事者のうつ病事例 
   〇松田元 （まつだクリニック） 
 205 労働時間と K6スクリーニング尺度の関連 

   〇中山裕一 1、松本有加 1、田島和雄 2,3、笽島茂 2,3 
  （1三重大学医学部、2三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野、3三重大学医学 
    部附属病院疫学センター） 
 206 職域男性における休憩時間と HRQOL の関連 
   〇島田理子 1、後藤由紀 1、中根かおる 1、安田智子 1、中山裕一 2、松本有加 2、田島和雄 1,3、

   笽島茂 1,3 
  （1三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野、2三重大学医学部、3三重大学医学 
    部附属病院疫学センター） 
 



 

 

【 一般演題の座長・発表者の方へ 】 

● 一般演題の発表は、講演集のほかパソコンによる液晶プロジェクタの使用が可能です。機器の操作

および追加資料の配布回収等は、発表者もしくは共同演者にてお願いいたします。 
パソコンは、Office PowerPoint 2013 をインストールした Windows７機を１台用意いたします。 
※ Macintosh パソコンで作成された原稿は、Windows 環境下では改行位置のずれ等が生じる可能性

がありますので、必ず Windows 環境下にて動作確認・保存したファイルをご持参ください。 
● PowerPoint のページ送り機能付きレーザーポインタ（KOKUYO ELP-R30）を用意いたしますので、

ご利用ください。 
● 発表用スライドデータにつきましては、前日午後１７時までに学会事務局宛にメール添付で送信し

てください。また、事前にお送り頂いた場合も、当日必ず発表用ファイルを USB メモリにてご持参

ください。 
 事前の送信が難しい場合は、下記へメールもしくは電話にてご連絡のうえ、学会当日午前９時５０

分までに、USB メモリにてご持参ください。 
 ※ 添付ファイルの容量が大きい場合、送信できない場合があります。その場合につきましては、 
  下記までお問い合わせください。 

● 発表時間は、１題につき１２分（発表８分＋討論４分）です。時間厳守でお願いします。 
６分で第１鈴、８分で第２鈴、１２分で第３鈴を鳴らします。各セッション内での開始・進行は座長

にお任せいたします。 
● 次座長席・次演者席を各会場の前部に設けます。直前の演者の発表が始まりましたら、そちらへご

着席ください。 
● 一般演題座長の先生方は、ご担当セッションの開始１５分前までに受付へお越し下さい。 
 

【参加者の皆様へ】 

● 受付は、午前９時３０分より、三重大学医学部総合医学教育棟２階の臨床第２講義室前で行います。 
● 参加費：会員 1,000 円 非会員 2,000 円 学部学生無料（学生証を必ずご提示下さい） 
● 質疑応答には、各会場内に設置のスタンドマイクをご利用ください。 
● 大学構内は禁煙となっております。 
● 会場内は飲食禁止となっておりますので、昼食は附属病院新病棟１２階のレストラン（四喜折々）、

三重大学生協レストラン（ぱせお）、第１食堂、コンビニ（ミニストップ／イートインコーナーあり）、

周辺の飲食店等をご利用ください。附属病院外来棟１階には、コンビニ（ローソン）、ドトール（テ

イクアウトのみ）もございます。 
 
 

平成 26 年度日本産業衛生学会東海地方会学会 事務局 

〒514-8507 三重県津市江戸橋 2-174 
三重大学大学院 医学系研究科 公衆衛生・産業医学分野内 
電話 059-232-1111（内線 6372）FAX 059-231-5012 

E-mail h26saneitokai@gmail.com 


